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　11 月 5 日、交流センターかえでにて、第 32
回交通安全・防犯町民大会が開催されました。
　当日は体験や講習会などを通して、交通安全や
防犯について考える機会となりました。

交通安全・防犯町民大会開催

日本一美しいまちを目指します



【問い合せ先】振興課  商工観光係　℡ 62-3127

利用期間：令和４年 12月１日～令和５年２月 28日

5,0005,000円分の円分の
商品券配布！商品券配布！

お一人お一人

共通券共通券
３３枚枚

限定券限定券
２２枚枚

◆発行対象者：令和４年 11 月１日（基準日）に、池田町に住民登録のあった方

◆内 容：１人１セット　5,000 円分の商品券

　　　　　　　《内訳》共通券　3,000 円（1,000 円券×３枚）…登録された全てのお店で使えます

　　　　　　　　　　　限定券　2,000 円（1,000 円券×２枚）…大型店以外のお店で使えます

◆送 付 方 法：各世帯人数分を世帯主宛てに、12 月１日までに書留で郵送します。

　　　　　　　※配送の都合によりお手元に届くのが遅れる場合があります。

◆注 意 事 項

　・この商品券は、換金性の高い商品（金券など）、たばこ、商品の仕入れなどには利用できません。

　・利用できるお店などについては、町ホームページまたは商品券と一緒に送付する一覧表をご覧く

ださい。

物価高騰対策事業

　原油価格や物価の高騰による家計負担の軽減と、地域経済に対する支援を行うた
め、池田町内で利用できる商品券を発行します。
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国
は
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
ふ
ま
え
、
特
に
家
計
へ

の
影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
る
低
所
得
世
帯
（
住
民
税
均・

・

・
等
割
非
課
税
世
帯
な
ど
）
に
対
し
１

世
帯
あ
た
り
５
万
円
の
給
付
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
野
県
で
は
国
の
給
付
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
低
所
得
世
帯
（
住
民
税
所・

・

・
得
割
非

課
税
世
帯
な
ど
）
に
対
し
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
の
給
付
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で

そ
れ
ぞ
れ
ご
案
内
し
ま
す
。

電気・ガス・食料品などの価格高騰に対する給付金事業のご案内電気・ガス・食料品などの価格高騰に対する給付金事業のご案内
　

①　

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
４
年
９
月
30
日
）
に
お
い
て
世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
の
住
民

税
均・

・

・
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

　

②　

家
計
急
変
世
帯

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、
令
和
４
年
１
月
以
降
に
家

計
が
急
変
（
収
入
が
減
少
）
し
、
世
帯
全
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
収
見
込
額
が
①
の

世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯　

　

１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
（
１
回
限
り
）

　

・
①
の
支
給
対
象
の
可
能
性
が
あ
る
世
帯
に
は
確
認
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、
要
件

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

・
②
の
支
給
対
象
世
帯
と
思
わ
れ
る
場
合
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
健
康
福
祉
課
に
備
え
付

け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金（
国
事
業
）

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金（
国
事
業
）

対
象
世
帯

対
象
世
帯

　

③　

住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
４
年
９
月
30
日
）
に
お
い
て
世
帯
全
員
の
令
和
４
年

度
の
住
民
税
所・

・

・
得
割
が
非
課
税
の
世
帯
（
上
記
①
の
対
象
世
帯
を
除
く
）

　

④　

家
計
急
変
世
帯

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、
令
和
４
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
家
計
が
急
変
（
収
入
が
減
少
）
し
、
世
帯
全
員

の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
収
見
込
額
が
③
の
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
世
帯
（
上
記
②
の
対
象
世
帯
を
除
く
）

　

１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
（
１
回
限
り
）

　

・
③
の
支
給
対
象
の
可
能
性
の
あ
る
世
帯
に
は
12
月
中
旬
に
確
認
書
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
返
送

く
だ
さ
い
。

　

・
④
の
支
給
対
象
世
帯
と
思
わ
れ
る
場
合
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
健
康
福
祉
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
令
和
５
年
２
月
28
日

（
火
）
ま
で
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援
金
（
長
野
県
事
業
）

生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援
金
（
長
野
県
事
業
）

対
象
世
帯

対
象
世
帯

申
請
に
つ
い
て

申
請
に
つ
い
て

支
給
額

支
給
額

申
請
に
つ
い
て

申
請
に
つ
い
て

支
給
額

支
給
額

※
住
民
税
申
告
が
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
や
11
月
以
降
に
申
告
を
行
っ
た
世
帯
に
つ

い
て
は
、
住
民
税
情
報
が
確
認
で
き
な
い
た
め
給
付
金
に
関
す
る
案
内
を
お

送
り
で
き
ま
せ
ん
。
住
民
課
課
税
係
に
て
住
民
税
申
告
を
行
っ
た
の
ち
、
支

給
対
象
と
思
わ
れ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

福
祉
係　

℡（
６
１
）５
０
０
０
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冬
至
は
二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
で
、
一
年
で
最
も
日
の

出
か
ら
日
没
ま
で
の
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。
暦
法
上
は

冬
至
で
一
年
間
の
干
支
が
切
り
替
わ
り
、
冬
至
を
境
に
運

気
が
上
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

冬
至
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
る
の
は
な
ぜ
？

　

か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
時
期
は
夏
～
秋
で

す
が
、
か
ぼ
ち
ゃ
は
収
穫
し
て
か
ら
２

～
３
カ
月
ほ
ど
保
存
が
で
き
、
冬
季
に

不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
な
ど
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
風
邪
予
防

な
ど
免
疫
力
を
高
め
る
と
さ
れ
、
昔
は
新
鮮
な
野
菜
が
不

足
し
が
ち
な
冬
場
の
栄
養
源
と
し
て
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
ぼ
ち
ゃ
は
「
南
瓜
」
と
書
き
「
な
ん
き
ん
」

と
も
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、
「
ん
」
が
２
つ
あ
る
野
菜
は
運
気

を
上
げ
る
「
運
盛
り
野
菜
」
と
し
て
冬
至
を
境
に
運
を
盛

り
返
す
意
味
で
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
辺
り
で
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
に
小
豆
や
団
子
を
入
れ
て

煮
た
「
か
ぼ
ち
ゃ
団
子
」
を
仏
壇
や
神
棚
に
お
供
え
す
る

と
共
に
家
族
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

か
ぼ
ち
ゃ
団
子
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

冬
至
に
食
べ
る
か
ぼ
ち
ゃ
の
料
理
は
家
庭
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
、
か
ぼ
ち
ゃ
と
小
豆
を
一
緒
に
煮
た
「
か
ぼ

ち
ゃ
の
い
と
こ
煮
」
や
、
か
ぼ
ち
ゃ
・
小
豆
・
団
子
を
入

れ
た
「
か
ぼ
ち
ゃ
団
子
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

一
例
と
し
て
団
子
入
り
の
「
か
ぼ
ち
ゃ
団
子
」
の
作
り
方

を
紹
介
し
ま
す
。
今
年
の
冬
至
（
12
月
22
日
）
に
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
材
料
（
２
～
３
人
分
）

◆
作
り
方

　

①　
　

か
ぼ
ち
ゃ
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、
Ａ

の
調
味
料
を
入
れ
た
鍋
で
煮
る
。
（
中
火
で
10

分
程
度
）
串
で
刺
さ
る
程
度
に
な
っ
た
ら
ゆ
で

小
豆
を
加
え
る
。

　

②　
　

小
麦
粉
に
Ｂ
を
加
え
混
ぜ
る
。
（
小
麦
粉
に
加

え
る
水
の
量
に
よ
っ
て
出
来
上
が
り
の
団
子
の

食
感
が
変
わ
り
ま
す
。
水
が
少
な
め
な
ら
か
た

め
の
団
子
に
な
り
ま
す
し
、
多
め
な
ら
や
わ
ら

か
い
団
子
に
な
り
ま
す
。
）

　

③　
　

①
の
鍋
の
中
に
②
の
団
子
の
生
地
を
一
口
大
に

な
る
よ
う
２
本
の
ス
プ
ー
ン
を
使
っ
て
丸
め
な

が
ら
入
れ
、
団
子
に
火
が
通
る
ま
で
５
分
ほ
ど

煮
る
。

食育ひろば　冬至とかぼちゃ団子　食育ひろば　冬至とかぼちゃ団子　

【
問
い
合
せ
先
】
健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係

℡
（
６
１
）
５
０
０
０
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かぼちゃ 200g

    A

砂糖 大さじ２（20g）

薄口醬油 小さじ１弱（５g）

塩 小さじ 1/6（１g）

水 350 ～ 400cc

ゆで小豆 70 ～ 80g

小麦粉 3/4 カップ（80g）

    B
塩 少々

水 60 ～ 70cc

市販の冷凍かぼちゃやゆで小豆を使用す
ると簡単です。



安曇野000
お -

10
月
５
日
（
水
）
に
安
曇
野
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た
安

曇
野
ナ
ン
バ
ー
検
討
協
議
会
（
安
曇
野
市
、
松
川
村
、
生

坂
村
、
池
田
町
で
構
成
）
に
お
い
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

導
入
に
肯
定
的
な
回
答
が
７
割
以
上
と
な
っ
た
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
よ
り
構
成
市
町
村
は
、
導
入
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
協
議
会
名
を
「
安

曇
野
ナ
ン
バ
ー
検
討
協
議
会
」
か
ら
「
安
曇
野
ナ
ン
バ
ー

推
進
協
議
会
」
に
改
称
し
ま
し
た
。

今
後
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進
め
ば
、
国
か
ら
の
決

定
は
令
和
５
年
７
月
、
図
柄
の
決
定
は
令
和
６
年
、
ナ
ン

バ
ー
の
交
付
は
令
和
７
年
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
４
市
町
村
住
民

４
７
０
０
人
（
安
曇
野
市
２
０
０
０
、
生
坂
村
７
０
０
、
池

田
町
１
０
０
０
、
松
川
村
１
０
０
０
）
に
対
し
て
７
月
29
日

か
ら
８
月
19
日
に
か
け
て
実
施
。
回
答
者
は
２
３
３
０
人

で
、
回
答
率
は
49
・
６
％
で
し
た
。

安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
「
賛
成
」
ま
た
は

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は
【
全

体
】72
・
３
％【
池
田
町
】71
・
２
％
で
、「
反
対
」ま
た
は「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
が
【
全
体
】
26
・
４
％
【
池
田
町
】

27
・
２
％
、
無
回
答
が
【
全
体
】
１
・
４
％
【
池
田
町
】
１
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。 安

曇
野
ナ
ン
バ
ー
」

導
入
ア
ン
ケ
ー
ト 

賛
成
派
約
７
割

【
問
い
合
せ
先
】

総
務
課
企
画
係	

℡（
６
２
）３
１
３
１

安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
推
進
協
議
会（
安
曇
野
市
政
策
経
営
課
内
）

	

℡
０
２
６
３（
７
１
）２
４
０
１

賛成
48.8%

賛成、
どちらかというと賛成

72.3%

賛成、
どちらかというと賛成

72.3%

どちらかと
いうと賛成
23.4%

どちらかと
いうと賛成
23.4%

どちらか
というと反対
12.3%

どちらか
というと反対
12.3%

反対、
どちらかというと反対

26.4%

反対、
どちらかというと反対

26.4%
反対
14.0%

無回答
1.4%

４市町村合計
（回答数 2,330 通、配布数 4,700 通、回収率 49.6％）

池 田 町
（回答数 503 通、配布数 1,000 通、回収率 50.3％）

賛成
46.5%

賛成、
どちらかというと賛成

71.2%

賛成、
どちらかというと賛成

71.2%

どちらかと
いうと賛成
24.7%

どちらかと
いうと賛成
24.7%

どちらか
というと反対
11.9%

どちらか
というと反対
11.9%

反対、
どちらかというと反対

27.2%

反対、
どちらかというと反対

27.2%
反対
15.3%

無回答
1.6%

松川村

生坂村

安曇野市

■賛成　■どちらかといえば賛成　■どちらかといえば反対　■反対　■無回答

他市町村

49.6% 23.8% 11.7% 13.5% 1.4%

54.2% 21.6% 12.0% 1.0%11.2%

39.8% 25.5% 14.1% 18.9% 1.8%

※構成比は小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計しても 100 にならない場合があります。
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マイナンバーカードをつくってマイナンバーカードをつくって
最大２万円分のマイナポイントをゲットしよう！最大２万円分のマイナポイントをゲットしよう！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
新
規
取
得
し
た
方
は

最
大
５
０
０
０
円
相
当
分
の
ポ
イ
ン
ト

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
申
込
み
を
行
っ
た
方
は

７
５
０
０
円
相
当
分
の
ポ
イ
ン
ト

公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
行
っ
た
方
は

７
５
０
０
円
相
当
分
の
ポ
イ
ン
ト

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

企
画
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

　

●
お
手
元
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
が
あ
れ
ば
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
ご
自
宅
か
ら
い
つ
で
も
交
付
申
請
で
き
ま
す
。
カ
ー
ド

未
取
得
の
方
に
対
し
て
は
、
11
月
中
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
再
度

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
が
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

●
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
が
お

手
元
に
な
く
て
も
、
役
場
の
窓
口
や
各
種
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
で
交
付
申
請

で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
つ
く
る
に
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
つ
く
る
に
は

12月末12 月末
まで！まで！

　

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
12
月

末
ま
で
の
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

　

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
後
か
ら
可
能
で
す
。

　

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
期
限
は
令
和
５
年
２

月
末
で
す
。

　

●
カ
ー
ド
の
新
規
取
得
に
よ
る
最
大
５
０
０
０
円
分

の
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
申
込
み
後
に
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
の

チ
ャ
ー
ジ
や
お
買
い
物
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
に
注
意
！

　

こ
こ
に
注
意
！

　

交
付
申
請
と
カ
ー
ド
の
受
取
は
お
早
め
に

　

交
付
申
請
と
カ
ー
ド
の
受
取
は
お
早
め
に

◀マイナポイントについて

　詳しくはコチラ

　（総務省 HP）

〇
池
田
町
に
移
住
し
た
き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
自
然

環
境
豊
か
な
土
の
あ
る
暮
ら
し
が
し
た
く
て
移
住
候
補
地

を
何
カ
所
か
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
安
曇
野

地
域
は
、
昔
か
ら
旅
行
で
何
度
も
訪
れ
た
な
じ
み
の
地

域
だ
っ
た
の
で
、
池
田
町
の
移
住
案
内
ツ
ア
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
見
学
し
た
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物

件
の
古
民
家
の
借
家
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
北
ア
ル
プ
ス
の
景
色
が
素
晴
ら
し
く
、
子
ど
も
た
ち

が
走
り
回
る
姿
を
見
て
、「
こ
こ
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

〇
移
住
後
の
暮
ら
し
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

聡
さ
ん　
　

：
仕
事
に
も
慣
れ
、休
み
の
日
に
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
し
た
り
、子
ど
も
の
保
護
者
つ
な
が
り

で
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
始
め
た
り
、毎
日
が
楽
し
く
て
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

花
菜
子
さ
ん
：
こ
ち
ら
に
移
住
し
て
畑
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
や
り
始
め
た
ら
、
楽
し
く
て
時
間
が
足
り
な

い
く
ら
い
で
す
（
笑
）
。
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
て
、

学
校
や
保
育
園
以
外
の
人
た
ち
と
も
交
流
が
で
き
て
い
ま
す
。

〇
池
田
町
の
魅
力
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

聡
さ
ん　
　

：
お
祭
り
の
お
手
伝
い
や
、
ご
近
所
と
の
お
つ
き
あ
い
な
ど
、
都
会
に
は
な
い
関
わ

り
合
い
が
持
て
る
こ
と
で
す
。

　

花
菜
子
さ
ん
：
移
住
前
か
ら
子
ど
も
会
に
お
誘
い
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
こ
の
地
域
の
つ
な
が
り

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 vol.19vol.19

田
中　

聡　
　
　

さ
ん
（

田
中　

聡　
　
　

さ
ん
（
4242
））
東
京
都
出
身

　
　
　

花
菜
子　

さ
ん
（

花
菜
子　

さ
ん
（
3838
））
東
京
都
出
身

池
田
町
に
移
住
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
！

　

第
19
弾
は
、
池
田
町
に
移
住
し
て
充
実
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
る
田
中
さ
ん
ご
一
家
で
す
。

花
見
在
住　

２
０
２
２
年
移
住

　

今
の
暮
ら
し
を
心
底
楽
し
そ
う
に
お
話
し
い
た
だ
く
姿
、
お
子
さ
ん
た
ち
の
元
気
な
姿
が
と
て
も
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
総
務
課  

移
住
定
住
係  

川
上

　
【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

玄　

く
ん　

（

玄　

く
ん　

（
６６
））

梅　

ち
ゃ
ん
（

梅　

ち
ゃ
ん
（
３３
））
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地球温暖化防止　経費削減のため地球温暖化防止　経費削減のため
もえるごみ 50%削減を目指しましょうもえるごみ 50%削減を目指しましょう

　

池
田
町
で
は
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
サ
ン
ト

リ
ー
と
協
定
を
結
び
、
来
年
度
以
降
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
で
入

札
を
行
い
、
落
札
し
た
業
者
が
リ
サ
イ
ク
ル
を
し

て
お
り
、
主
に
繊
維
や
ト
レ
イ
な
ど
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、一
度
繊
維
や
ト
レ
イ
な
ど
に
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
る
と
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
戻
す
こ
と
が
出

来
ず
、最
終
的
に
は
も
え
る
ご
み
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。こ
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
で
は【
ボ
ト
ル
to
ボ

ト
ル
】ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
リ
サ
イ

ク
ル
し
、循
環
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
収
集
の
方
法
な
ど
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、町
民
の
皆
さ
ま
は
今
ま
で
ど
お
り
分
別
し
て
集

積
所
へ
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〇
既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
み
削
減
は
、
ご
み
の

処
理
の
過
程
や
焼
却
で
発
生
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
頃
の

工
夫
を
周
り
の
方
に
も
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、

ご
み
削
減
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
係  

℡（
６
２
）２
２
０
３

令令和４年度もえるごみ削減に向けた和４年度もえるごみ削減に向けた町町民重点アクション民重点アクション

　①生ごみは水を絞って軽量化 　②紙ごみはエコ資源。燃やさず分別！リサイクル！
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◆
活
動
の
窓
◆

　

10
月
28
日
～
30
日
と
11
月
３
日
の

計
４
日
間
、
池
田
町
み
ん
な
の
文
化

祭
を
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
度
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
制
限

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し

た
が
、
作
品
展
示
部
門
で
は
56
の
個

人
・
団
体
か
ら
絵
画
や
書
道
、
工
芸

な
ど
約
９
０
０
点
の
力
作
を
出
品
い

た
だ
き
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
芸
能
発
表
部
門
で
は
、
20

の
個
人
・
団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
今
年
は
感

染
症
対
策
を
強
化
し
、
３
年
ぶ
り
に

ス
テ
ー
ジ
で
の
歌
唱
発
表
も
行
い
ま

し
た
。

　

28
日
に
は
、
多
文
化
共
生
推
進
企

画
と
し
て
、
町
内
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
営
む
ベ
ト
ナ
ム
人
の
れ
ん
さ
ん
に

よ
る
フ
ォ
ー
の
販
売
を
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
の
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
で
開
催

し
ま
し
た
。
食
欲
を
そ
そ
る
美
味
し

そ
う
な
香
り
に
誘
わ
れ
て
多
く
の
人

が
本
場
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
４
日
間
で
延
べ
約

２
３
０
０
人
が
訪
れ
芸
術
の
秋
を
満

喫
し
ま
し
た
。

ふ
る
チ
ャ
レ
塾

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と
畑
で
秋
の
収
穫

　

10
月
15
日
に
第
６
回
「
ふ
る
さ
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

西
山
友
樹
さ
ん
を
講
師
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
み
ん

な
で
楽
し
め
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と
、

ふ
る
チ
ャ
レ
畑
で
芋
掘
り
を
行
い
ま

し
た
。
掘
っ
た
芋
は
次
回
料
理
す
る

予
定
で
す
。 　

　

北
信
越
大
会
・
全
国
大
会

出
場
選
手
の
声　

〇
藤
井
奈
々
寧
さ
ん（
会
染
小
６
年
）

【
参
加
大
会
】

　

全
日
本
空
手
道
松
濤
館

第
８
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

　

開
催
日　

９
月
25
日

　

開
催
地　

東
京
都
日
本
武
道
館

　

結
果　
　

1
回
戦
敗
退

【
感
想
】

　

少
し
緊
張
し
て
い
た
け
ど
、
自
分

か
前
に
攻
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
。
で
も
、
前
に
出
た
と

き
に
突
か
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
練
習
し
た
い
で
す
。

　

も
う
一
度
ビ
デ
オ
を
見
て
復
習
し

た
い
で
す
。

【
参
加
大
会
】

　

北
信
越
小
中
学
生

空
手
道
選
手
権
大
会

　

開
催
日　

10
月
15
日

　

開
催
地　

新
潟
県
立
武
道
館

　

結
果　
　

1
回
戦
敗
退

【
感
想
】

　

負
け
て
し
ま
っ
た
け
ど
、相
手
の

動
き
を
見
な
が
ら
自
分
で
ど
ん
な
攻

撃
を
す
れ
ば
い
い
か
考
え
な
が
ら
動

け
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。来
年
は

必
ず
ジ
ュ
ニ
ア
も
突
破
し
て
、ま
た

リ
ベ
ン
ジ
し
て
勝
て
る
と
い
い
で
す
。

〇
福
島
花
琉
さ
ん
（
池
田
小
４
年
）

　

倉
嶋
温
陽
さ
ん
（
会
染
小
４
年
）

　

矢
口
紗
衣
さ
ん
（
会
染
小
４
年
）

　

徳
嵩
ゆ
め
さ
ん
（
池
田
小
４
年
）

　

臼
井
萌
衣
さ
ん
（
池
田
小
３
年
）

　

監
督　

大
日
方
勉
さ
ん（
四
丁
目
）

【
参
加
大
会
】

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
＆

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

開
催
日　

10
月
16
日

　

開
催
地　

富
山
県

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

　

結
果　
　

準
優
勝

【
感
想
】

　

４
年
生
最
後
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の

大
き
な
大
会
で
準
優
勝
で
来
た
の
で

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
（
花
琉
）

　

大
変
な
試
合
で
悔
し
い
場
面
も
あ

っ
た
け
ど
、
準
優
勝
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
（
温
陽
）

　

北
信
越
の
強
い
相
手
に
サ
ー
ブ
を

決
め
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
も
っ

と
上
手
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で

す
。
（
紗
衣
）

　

北
信
越
に
行
け
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ち
ょ

っ
と
緊
張
し
た
け
ど
オ
ー
バ
ー
カ
ッ

ト
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
く
試

合
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
た
い
で
す
。
（
ゆ
め
）

　

頑
張
っ
て
準
優
勝
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
（
萌
衣
）

公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

第
13
回
池
田
町
み
ん
な
の
文
化
祭

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

たくさんの出品・出演ありがとうございました

▲大きなサツマイモ
発見！
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆ 12 月の休館日　5・12・19・26・28 ～ 31 日

（28 日から 1 月 3 日まで年末年始休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

『—

大
篠
田
展
―
信
州
陶
芸
の
創
生
か
ら
現
在
へ
』

開
催
中
！！

　

明
治
か
ら
令
和
の
現
在
ま
で
、信
州
の
陶
芸
界
を
牽
引
し
て
き
た
篠
田

一
族
の
展
覧
会
で
す
。

　

飯
田
、天
竜
峡
焼
篆
刻
陶
器
の
篠
田
と
く
斉
。松
本
浅
間
温
泉
で
女
鳥
羽

焼
を
創
始
し
た
鐵
石
。信
州
を
代
表
す
る
陶
芸
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
義

一
。義
一
の
師
で
あ
り
、義
父
で
も
あ
る
人
間
国
宝
近
藤
悠
三
。義
一
の
志
を

継
ぐ
子
典
明
、弘
明
、明
子
。典
明
の
子
裕
貴
。

　

５
代
に
亘
る
一
族
８
人
の
見
応
え
の
あ
る
力
作
を
一
堂
に
展
観
し
ま
す
。

《
会　
　

期
》開
催
中
～
３
月
19
日

《
休
館
日
》月
曜
日
・
12
月
11
日（
日
）～
２
月

28
日（
火
）の
間
は
冬
期
休
館

《
開
館
時
間
》午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

《
会　
　

場
》企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》一
般
５
０
０
円（
４
５
０
円
）

　
　
　
　
　

高
大
生
３
０
０
円（
２
５
０
円
）

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※（ 

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
同
時
開
催『
信
州
池
田
ク
ラ
フ
ト
展
』入
場
無
料

　

当
館
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、臨
時
休

館
や
開
館
時
間
の
短
縮
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。最
新
情
報
や
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
諸
注
意
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://navam

.jp

）

に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、事
前
に
ご
確
認
の
上
、お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）℡（
６
２
）６
６
０
０

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

▶「
金
彩
山
岳
飾
皿
」

　

篠
田
義
一

恩田 陸 著
（文藝春秋）

老舗の商家生まれの両
親を持つ梯結子は、幼い
頃から ｢ えらいおっきい
こと、やりそうや」と期待
されて育つ。彼女の歩む
人生とは？

お金に頼らず生きたい君へ
廃村「自力」生活記
〔14 歳の世渡り術〕

その他の新着書
CONTACT ART	 原田マハ
天路の旅人	 沢木耕太郎
この父ありて	 梯久美子
鎌倉残影	 朝井まかて［ほか］
憐憫	 島本理生
闇の聖域	 佐々木譲
栞と嘘の季節	 米澤穂信
マリー・キュリー	 デミ
いちごサンタ	 わたなべあや

ウシのげっぷを退治しろ	 大谷智通
サブスクの子と呼ばれて	 山田悠介
犬小屋アットホーム！	 大山淳子
寿命が尽きる 2 年前	 久坂部羊
クイズ研究会チームスリー
	 まはら三桃
せかいでいちばんおおきなネコ
	 ひろかわさえこ
ちいさいフクロウとクリスマスツリー
	 ジャネット・ウィンター

服部 文祥 著 
（河出書房新社） 

廃屋を手直しし、沢から水を
引き、薪で火をおこし、シカを
撃ち、太陽光で発電する。どこ
まで自力で生きられるか？

なんとかしなくちゃ。
青雲編　1970-1993

たしろ ちさと ぶん・え
（大日本図書）

仲良し３人組が雪いっ
ぱいの町へ。雪だるまを
つくったり、雪合戦をした
りと大はしゃぎ。一番の目
的のオーロラは見られる
かな？

武田美穂 脚本・絵
（童心社）

くまくんとお 母さ
んがそうじをサボっ
たら、家の中が、ほこ
りのふわふわくんだ
らけになってしまい
ました！

ポレポレ ゆきのなか

くまくんとふわふわくん〈紙芝居〉
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前
回
に
続
き
、
代
表
の
勝
野
則
男
さ
ん
と

部
長
の
小
椋
梢
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
長
時
間

残
業
を
改
善
。
そ
の
工
夫
と
は
？

　

勝
野　
　

労
働
時
間
の
短
縮
を
実
現
で
き

た
の
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
最
新
設
備
の

導
入
に
よ
る
省
力
化
。
も
う
一
つ

は
、
適
切
な
外
注
化
。
そ
し
て
、

従
業
員
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
る

分
業
体
制
で
す
。

　

小
椋　
　

こ
れ
ま
で
は
大
き
な
仕
事
で

も
、
１
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
初
め
か

ら
終
わ
り
ま
で
掛
か
り
き
り
で
し

た
。
そ
う
な
る
と
、
仕
事
が
偏
っ

て
し
ま
い
個
人
の
負
担
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
分
業
に
す
る

こ
と
で
効
率
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
際
、
課
を
越
え
た
横
の

つ
な
が
り
は
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

勝
野　
　

当
社
の
男
女
比
は
、
男
性
が
４

割
、
女
性
が
６
割
で
す
。
か
つ
て

は
圧
倒
的
に
男
性
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
女
性
の
歯
科
技
工
士
が

増
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
当
社
が

女
性
を
積
極
的
に
採
用
し
た
結

果
、
そ
の
比
率
が
逆
転
し
ま
し

た
。
２
人
い
る
課
長
職
は
男
女
１

人
ず
つ
で
す
。
男
女
の
公
平
性
を

意
識
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
結
果
的
に
そ
う
な
り
ま
し

た
。

　

女
性
は
家
事
や
育
児
な
ど
の
負

担
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。
子

育
て
中
の
女
性
も
働
い
て
い
ま
す

が
、
家
庭
の
事
情
で
早
退
が
必
要

な
場
合
は
現
場
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る

な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

小
椋　
　

私
が
入
社
し
た
頃
は
、
長
時
間

の
残
業
が
当
た
り
前
で
仕
事
と
家

庭
の
両
立
が
難
し
く
、
女
性
の
社

員
は
少
な
か
っ
た
で
す
。
労
働
環

境
の
改
善
を
重
ね
た
結
果
、
家
庭

を
持
つ
女
性
も
男
性
も
働
き
や
す

い
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

　

勝
野　
　

こ
こ
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
会
社
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
徹
底
的
に

雇
用
環
境
を
良
く
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

会
社
を
成
長
さ
せ
て
、
歯
科
技

工
と
い
う
職
種
を
通
し
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

小
椋　
　

来
春
に
は
久
し
ぶ
り
に
新
卒
社

員
が
入
社
し
ま
す
。
労
働
時
間
の

短
縮
は
実
現
で
き
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

お
二
人
に
話
を
伺
っ
て
特
に
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
勝
野
さ
ん
と
小
椋
さ
ん
の
互
い
の

信
頼
。
そ
し
て
、
常
に
当
た
り
前
を
見
直
す

姿
勢
で
す
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
、
会
社

を
良
い
方
向
へ
変
え
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ど
ん
な
組
織
で
も
、
意
識
の
持
ち
方

と
工
夫
し
だ
い
で
、
性
別
に
関
係
な
く
働
き

や
す
い
環
境
を
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

お
忙
し
い
と
こ
ろ
取
材
へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
せ
先
】

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
事
務
局

℡（
６
２
）２
０
５
８

勝野則男さん

　

男
女
共
同
参
画
は

目
標
で
は
な
く
結
果　　

　

こ
れ
か
ら
の
目
標

▲最新歯科技術「CAD-CAM」を
　用いた作業

　企業に見る
男女共同参画の取り組み　

有限会社有限会社
デンタルクラフトデンタルクラフト

（後編）

会社概要
所 在 地：池田町大字中鵜 2685-1

従業員数：30 人（男 12 人、女 18 人）

事業内容：歯科技工物・補
ほ て つ

綴物製造小椋梢さん

　

当
た
り
前
を
見
直
す　　

　

取
材
を
終
え
て
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10
月
16
日
、
高
瀬
中
学
校
体
育
館
で
、
自
主
防
災
会
・
社

会
福
祉
協
議
会
・
消
防
団
・
防
災
士
連
絡
協
議
会
・
南
部
消

防
署
・
防
災
業
者
・
施
設
管
理
者
・
町
職
員
な
ど
が
連
携
を

図
り
、
感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
有
事
の
際
の
避
難
所
開
設

お
よ
び
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営
体
制
の
整
備
と
要
配
慮
者

へ
の
適
切
な
支
援
や
、
感
染
防
止
対
策
を
考
慮
し
た
避
難
所

運
営
が
出
来
る
よ
う
に
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
効

性
の
確
認
お
よ
び
検
証
を
行
い
、
被
災
住
民
自
ら
が
実
践
す

べ
き
緊
急
時
の
対
処
法
と
災
害
医
療
に
関
す
る
知
識
を
習
得

し
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ

ん
は
、
引
き
続
き
災
害
に
備
え
た
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
25
日
、役
場

大
会
議
室
で
、防
火

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

池
田
町
・
松
川
村

の
小
中
学
生
か
ら

１
６
９
作
品
の
応
募

が
あ
り
、そ
の
中
で

も
特
に
優
秀
な
作
品

を
描
い
た
15
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。入

選
し
た
作
品
は
池
田

町
・
松
川
村
の
公
共

施
設
や
、ス
ー
パ
ー
な
ど
で
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
も
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

町
で
入
選
し
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
中
学
生
の
部
》銀
賞　
　

増
渕
衣
吹
さ
ん　
（
高
瀬
中
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田
ち
え
り
さ
ん（
高
瀬
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　

銅
賞　
　

太
田
羽
衣
さ
ん　
（
高
瀬
中
１
年
）

《
小
学
生
の
部
》銀
賞　
　

中
村
斗
和
さ
ん　
（
池
田
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
原
彩
華
さ
ん　
（
会
染
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　

銅
賞　
　

塩
島
一
花
さ
ん　
（
池
田
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

努
力
賞　

田
中
日
陽
里
さ
ん（
会
染
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
捺
々
さ
ん　
（
会
染
小
４
年
）

防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室

℡（
６
２
）３
１
３
１

▶
ベ
ッ
ド
か
ら

車
い
す
へ
の
移
乗

▶
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の

設
営
体
験

創
造
館
ロ
ビ
ー
展
示

創
造
館
ロ
ビ
ー
展
示

「
わ
く
わ
く
飾
ろ
う
！　

「
わ
く
わ
く
飾
ろ
う
！　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」

　

早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
一
月
と
な

り
ま
し
た
。
３
年
前
に
池
田
町
の
Ｍ
さ

ん
か
ら
お
譲
り
い
た
だ
い
た
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
今
年
も
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
は
、
池
田
児

童
ク
ラ
ブ
と
会
染
児
童
セ
ン
タ
ー
の
協

力
に
よ
り
、
同
施
設
に
通
う
子
供
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
て
作
っ
て

く
れ
た
も
の
で
す
。
多
忙
な
時
期
で
す

が
、
公
園
を
散
歩
し
が
て
ら
創
造
館
の

見
ご
た
え
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
無
料
で
す
。

《
日
時
》
12
月
17
日
（
土
）

～
12
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

《
場
所
》
創
造
館
ロ
ビ
ー

【
問
い
合
せ
先
】創
造
館  ℡（

６
２
）６
０
６
５ ▲昨年のクリスマス飾り（一部）

▲コンクールで入賞した児童・生徒の皆さん

クラフトパーク＆創造館だよりクラフトパーク＆創造館だよりクラフトパーク＆創造館だより
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創
立
70
周
年
記
念
講
演
会

　

高
瀬
中
学
校
で

は
、
今
年
創
立
70

周
年
を
迎
え
て
い

ま
す
。
６
月
の
記

念
航
空
写
真
撮
影

に
続
い
て
、
10
月

14
日
に
、
創
立
70

周
年
記
念
講
演
会

と
し
て
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
ｍ
ａ

ｒ
．
さ
ん
の
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
「
私
が
私
で
あ
る
た
め
に
～
自

分
の
音
楽
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
求

め
、
夢
を
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
追
い

か
け
て
大
好
き
な
音
楽
と
向
き
合
っ
て
い

る
日
々
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
半
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
を
熱
唱
。
こ
の
３
月
ま
で
高
瀬
中
の

教
員
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
生
徒
は
、
自
分

の
生
き
方
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

創
立
70
周
年
記

念
事
業
は
、
こ
の

後
記
念
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
、

記
念
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
30
日
に
は
、
「
Ｔ
ｏ 

Ｂ
ｅ 

Ｃ
ｏ

ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…
〜
永
遠
の
絆
～
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
高

瀬
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度

も
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
保
護
者
限
定
公

開
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
生

徒
会
や
有
志
か
ら
な
る
高
瀬
祭
実
行
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
、
当
日

を
迎
え
ま
し
た
。

　

有
志
発
表
も
あ
り
、
練
習
を
重
ね
た
ダ

ン
ス
や
寸
劇
、
演
奏
な
ど
で
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

午
後
は
音
楽
会

で
ク
ラ
ス
合
唱
、

学
年
合
唱
の
練
習

成
果
を
発
表
し
、

今
年
も
大
成
功
の

高
瀬
祭
と
な
り
ま

し
た
。

高 瀬 中 学 校

第
46
回
高
瀬
祭　

大
成
功

　

９
月
28
日
、
令
和
４
年
度
車
両
更

新
に
伴
い
、
南
部
消
防
署
に
高
規
格

救
急
車
が
納
車
と
な
り
ま
し
た
。
新

救
急
車
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
製
高
規

格
救
急
車
「
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
」

で
、
救
急
救
命
士
が
医
師
の
指
示
の

も
と
に
行
う
、
「
気
道
管
理
・
輸

液
・
薬
剤
投
与
」
な
ど
の
処
置
を
す

る
た
め
の
資
器
材
を
備
え
た
救
急
車

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

車
体
の
サ
イ
ド
や
後
部
に
貼
付
さ

れ
た
文
字
や
マ
ー
キ
ン
グ
類
は
、
光

が
ど
の
よ
う
な
方
向
か
ら
当
た
っ
て

も
、
反
射
す
る
シ
ー
ト
を
採
用
し
、

日
中
は
も
ち
ろ
ん
夜
間
に
お
い
て
も

視
認
性
、
誘
目
性
を
高
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
広
角
性
に
も
優
れ
、

交
差
点
で

車
両
が
右

折
・
左
折

す
る
場
合

で
も
後
部

車
両
か
ら

反
射
光
を

確
認
す
る

こ
と
が
で

き
る
た
め
、
安
全
も
確
保
し
て
い
ま

す
。
救
急
車
が
万
一
の
事
故
、
故
障

な
ど
で
電
力
を
失
い
、
赤
色
警
光
灯

が
光
ら
な
い
と
い
う
場
面
で
も
、
接

近
車
両
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
救
急
車
の

存
在
に
気
付
き
や
す
い
外
観
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
側
面
の
市
松
模
様

は
「
バ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
・
マ
ー
キ

ン
グ
」
、
後
面
の
山
形
の
模
様
は

「
シ
ェ
ブ
ロ
ン
・
マ
ー
キ
ン
グ
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
当
消
防
本
部
が
全

国
に
先
駆
け
て
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

新
救
急
車
に
は
Ｉ
Ｔ
Ｓ
コ
ネ
ク
ト

と
呼
ば
れ
る
安
全
運
転
の
サ
ポ
ー
ト

機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。車
や

人
の
存
在
、信
号
情
報
を
、道
路
と
車
、

あ
る
い
は
車
同
士
が
直
接
通
信
し
て

取
得
し
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
る

こ
と
で
安
全
運
転
を
支
援
し
ま
す
。

　

資
器
材
で
は
、
新
た
に
胸
骨
圧
迫

や
人
工
呼
吸
を
自
動
的
に
行
っ
て
く

れ
る
「
自
動
心
肺
蘇
生
器
」
を
備

え
、
緊
急
走
行
中
の
揺
れ
る
車
内
で

も
、
質
の
高
い
胸
骨
圧
迫
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
今
ま
で
胸
骨
圧
迫
に

あ
た
っ
て
い
た
隊
員
の
手
が
空
く
こ

と
か
ら
、
他
の
救
命
処
置
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
救
命
率

の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９

南
部
消
防
署
に

南
部
消
防
署
に

新
高
規
格
救
急
車
が

新
高
規
格
救
急
車
が

納
車
さ
れ
ま
し
た

納
車
さ
れ
ま
し
た
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町
で
は
、
不
妊
症
や
流
産
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
不

育
症
な
ど
の
治
療
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
助
成
額
》

　

自
己
負
担
額
の
３
分
の
２
（
上
限
３
０
万
円
）

※
た
だ
し
、
県
の
助
成
、
医
療
保
険
の
給
付
を
除

い
た
額
に
つ
い
て
助
成
。

《
申
請
期
限
》

　

治
療
を
行
っ
た
日
の
属
す
る
年
度
内
（
３
月
末
）

　

詳
し
く
は
町
の
H
P
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、左
記
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係℡

（
６
１
）
５
０
０
０

　
　

大
町
保
健
福
祉
事
務
所　

℡
（
２
３
）
６
５
２
９

　

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
運
動
に
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
善
意
の
募
金
は
11
万
９
４
３
６
円
と
な
り
、

10
月
４
日
に
結
核
予
防
会
長
野
県
支
部
へ
送
付
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
基
金
は
、
結
核
や
肺

が
ん
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
な
ど
の
胸

の
病
気
の
知
識
の
普
及
啓
発
、
結
核
予
防
団
体
の
事
業

支
援
、
開
発
途
上
国
の
結
核
対
策
支
援
、
結
核
な
ど
の

調
査
研
究
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
】
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

た
だ
い
ま
２
０
２
３
年
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

《
募
集
学
生
の
種
類
》

　

教
養
学
部

　
　

○
科
目
履
修
生

　
　
　

（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　
　

○
選
科
履
修
生

　
　
　

（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　
　

○
全
科
履
修
生

　
　
　

（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を
目
指
す
）

　

大
学
院

　
　

○
修
士
科
目
生

　
　
　

（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　
　

○
修
士
選
科
生

　
　
　

（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

《
出
願
期
間
》

　

第
１
回　

募
集
中
～
２
月
28
日

　

第
２
回　

３
月
１
日
～
３
月
14
日

【
問
】
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

℡　

０
２
６
６
（
５
８
）
２
３
３
２

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

蜘
蛛
の
巣
に
か
か
り
て
踠
く
紋
黄
蝶
い
た
た
ま
れ
ず
に
手
を
差
し
の
ぶ
る

中
沢

　

恵（
十
日
市
場
）

ま
ね
か
れ
て「
サ
ッ
ク
ス
の
夕
べ
」こ
の
村
に
移
住
の
人
ら
の
笑
顔
も
ま
じ
る

斉
藤

　
恵
子
（
滝

　
沢
）

咲
き
満
ち
て
あ
さ
ぎ
ま
だ
ら
を
招
く
が
に
藤
袴
の
花
庭
辺
に
揺
る
る

小
林

　
栄
子
（
四
丁
目
）

し
ば
ら
く
を
憩
う
木
陰
の
秋
風
は
残
暑
に
し
た
た
る
汗
を
し
ず
む
る

宮
澤

　
夏
子
（
中
之
郷
）

雪
ま
と
い
光
れ
る
富
士
の
裾
深
く
二
つ
の
湖う

み

あ
り
黒
岳
に
見
る

磯
谷
留
美
子
（
滝

　
沢
）

夏
の
陽
に
晒
さ
れ
続
け
し
百
日
草
秋
の
夕
日
に
色
と
り
も
ど
す

綱
島
か
つ
江
（
二
丁
目
）

マ
ス
ク
し
て
紅
も
ひ
か
な
い
日
々
な
る
に
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
は
唇
に
優
し

酒
井

　
鈴
子
（
吾
妻
町
）

朝
採
り
の
胡
瓜
み
や
げ
に
八
王
子
訪
ね
て
従
兄
弟
の
妻
と
語
り
ぬ

片
瀬
貴
江
子
（
四
丁
目
）

こ
の
夏
は
茄
子
豊
作
の
畑
隅
に
今
一
輪
の
コ
ス
モ
ス
の
咲
く

小
瀬
や
よ
い
（
中
之
郷
）

《
池
田
町
選
》

※
今
月
の
投
稿
作
品
９
首
を
順
不
同
で
掲
載
。

２月号掲載短歌募集

はがきまたはメールに作品１点を
記入し、12 月末までに投稿して
ください。
作品には①住所（番地まで）②地区
名 ③氏名 ④電話番号 ⑤学校名と
学年（中学生以下の方）を明記し
てください。
投稿作品の語句等の修正は原則行
いませんのでご了承ください。投
稿多数の場合は抽選により掲載し
ます。
■あて先
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町　総務課総務係

℡ 62-3131
■メール
　soumu@town.ikeda.nagano.jp

放
送
大
学
入
学
生
募
集

令
和
４
年
度
複
十
字
シ
ー
ル
募
金
報
告

長
野
県
妊
活
支
援
サ
イ
ト
▼

「
妊
活
な
が
の
」　
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「
大
町
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び

保
全
の
方
針
」
、
「
池
田
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
、
「
白
馬
都
市

計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

の
変
更
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
案
の
閲
覧
、
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
対
象

　

都
市
計
画
案
に
関
係
す
る
地
域
に
お
住

ま
い
の
方
、
そ
の
他
利
害
関
係
者

○
公
聴
会

　

《
日
時
》

　
　

令
和
５
年
２
月
５
日
（
日
）
午
後
３
時
～

　

《
場
所
》

　
　
　

長
野
県
大
町
合
同
庁
舎
１
階

１
０
１
・
１
０
２
会
議
室

（
大
町
市
大
町
１
０
５
８
番
地
２
）

　

《
公
述
申
込
》

　

公
聴
会
で
公
述
（
発
言
）
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
１
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
、
閲

覧
場
所
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

公
述
申
出
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
出
が
な
い
場

合
、
公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

○
閲
覧

　

《
期
間
》

　
　

令
和
５
年
１
月
13
日（
金
）～
２
月
３
日（
金
）

　

《
内
容
》

　
　

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
県
決
定
）

　

《
場
所
》

　
　

大
町
市
役
所
建
設
課

　
　

池
田
町
役
場
総
務
課

　
　

松
川
村
役
場
総
務
課

　
　

白
馬
村
役
場
総
務
課

　
　

長
野
県
大
町
建
設
事
務
所
整
備
・
建
築
課

　
　

長
野
県
建
設
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課

【
問
】
大
町
建
設
事
務
所
整
備
・
建
築
課

℡
（
２
３
）
６
５
３
４

　
　
　

長
野
県
建
設
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課

℡　

０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
９
７

　

事
業
者
で
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
か
ら

知
り
た
い
方
向
け
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す

る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

《
会

場
》
大
町
税
務
署　

会
議
室

《
日　

時
》
12
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

《
定

員
》
各
回
15
人

　
　
　
　
　

（
事
前
登
録
制
／
先
着
順
）

《
内

容
》
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
基
本
的
な

事
項

《
そ
の
他
》
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
な
ど
に
よ
り

相
談
会
の
開
催
を
延
期

ま
た
は
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
問
】
大
町
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　

℡
（
２
２
）
０
６
７
４

法
人
課
税
部
門

　

℡
（
２
２
）
０
８
９
２

《 有 料 広 告 欄 》

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
開
催

　

大
北
圏
域
都
市
計
画
の
変
更
に

係
る
原
案
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ　
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池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】総務課  移住定住係　℡ 62-3131

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片づけ・解体の補助制度が利用できます。
●中古住宅に付随する小規模な農地も、一緒に売却することが可能です。

空き家をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方は、お気軽にご相談ください。
これまで登録 105件のうち、売買 74件、賃貸 12件　成立しています。（令和 4 年 11 月時点）

▲町 HP

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。



～申告書の作成・送信は国税庁ホームページ～
確定申告書等作成コーナーなら自宅でいつでも申告できます。

チャットボットでの相談
質問を入力いただければ、AIを活用した
「税務職員ふたば」がお答えします。

タックスアンサーを確認
よくある税の質問に対する回答を調べることができます。

ｅ-Taxの使い方（操作方法など） e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
0570-01-5901（全国一律市内通話料金）

◉本人確認書類になります。
◉健康保険証と一体化予定
◉運転免許証と一体化予定

タックスアンサー

【問い合せ先】　大　町　税　務　署　℡２２-０４１０（代表）

0123456789ABCDEF

氏名 番号 花子

平成元年 月 日生

住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

年 月 日まで有効

性別 女

□□市長

確定申告

動画で見る確定申告

チャットボット

確定申告はマイナンバーカードやスマートフォンを利用した申告が便利です

確定申告はご自宅からe-Taxで確定申告はご自宅からe-Taxで確定申告はご自宅からe-Taxで確定申告はご自宅からe-Taxで

マイナンバーカードの
取得申請はこちら

スマホのカメラで「給与所得の源泉徴収票」の自動入力ができます。

～パソコンで申告書を作成される方～
ＩCカードリーダライタ無しで、パソコンとスマホでe-Tax送信できます

～動画で見る確定申告～
確定申告書の作成方法は動画でもチェックできます

～マイナンバーカードを取得しましょう～
メリットいっぱい、マイナンバーカードメリットいっぱい、マイナンバーカードメリットいっぱい、マイナンバーカードメリットいっぱい、マイナンバーカード

　国税庁ホームページの「確定申告等作成コーナー」では、画面に沿って金額などを入力する
だけで、所得税などの申告書作成・e-Taxによる送信（提出）・印刷ができます。
　また、自動計算されるので計算誤りがありません。

スマホのカメラで給与所得の源泉徴収票を撮影することで、その記載内容を直接入力しなくても、
確定申告書作成コーナーの該当項目に自動入力することができます。

パソコンで申告書を作成される方は、スマホのアプリ（マイナポータルアプ
リ）でパソコン上に表示された２次元バーコード（QRコード）を読み取れば、
ICカードリーダライタを使用しなくても
マイナンバーカード方式によるe-Tax送信ができます！
※QRコードは株式会社デンソーウェーブの商標または商標登録です。

確定申告書等作成コーナーを利用した入力方法などの動画を
ご案内していますのでご覧ください。
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

４日（日）
池田・松川 若林医院 62-2105

大町市内 小野医院 22-0047

11 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 平林医院 22-2525

18 日（日）
池田・松川 近藤医院 62-9187

大町市内 野村クリニック 85-0085

25 日（日）
池田・松川 西森整形外科 61-1700

大町市内 伊東医院 22-0077

30 日（木）
池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 小野医院 22-0047

31 日（金）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 平林医院 22-2525

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  

■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

４日（日） 金子歯科医院 23-2200

11 日（日） 丸山歯科クリニック 62-0648

18 日（日） 横澤歯科医院 22-1343

25 日（日） いとう歯科医院 62-8880

29 日（木） にこにこデンタルクリニック 23-5612

30 日（金） あづみ病院歯科口腔外科 61-1168

31 日（土） 平林歯科医院 22-1149

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

４日（日） 白樺薬局 62-0010

11 日（日）

キムラ薬局 62-5210

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

18 日（日）
内川薬局板取 62-9912

ナシダ薬局 62-6370

25 日（日） すみれ薬局 85-2061

30 日（金） 白樺薬局 62-0010

31 日（土） 高瀬薬局 62-1125

■12月の主な行事
期　　日 行　事　名
４日（日） 粗大ごみ回収・剪定枝チップ化

15 日（木） 年末の交通安全運動（～31日）

27 日（火） 消防団年末特別警戒（～30日）
※新型コロナウイルス感染拡大状況によって中止となる場合があります。

■12月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

  3 日（土） 小林設備 ０９０-７２１３-７２１８

  4 日（日） 池田商会 ０９０-１０５７-５０００

  10 日（土） （有）みやび設備 ０９０-１８６９-３３５２

  11 日（日） （有）三和テクノ ０９０-１６１３-９４２５

  17 日（土） （株）エムケーシステム ０９０-４４６４-８１４７

  18 日（日） （株）巧誠 ０２６３-８８-５３１１

  24 日（土） スザワ設備 ８５-０８３３

  25 日（日） 北アルプス総合設備 ( 株 ) ８５-２０６３

  29 日（木） （有）ニキ設備工事 ０９０-１４３２-５５９５

  30 日（金） ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ設備 ０９０-１４０９-３２６８

  31 日（土） 光住設 ０９０-４９５２-９０８９

■12月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
11月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,392人　（△4）
　　　男 4,541人　（△6）　女　4,851人（＋2）
●世帯数 4,049世帯（＋1）

■12月の納税等
町県民税④、国保税・後期高齢⑥　　【納期限１月４日】
※口座振替日は 12 月 27 日（火）です。前日までに残高の確認をお願いします。
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